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 本 市 の 行 政 運 営 に つ き ま し て は 、 日 ご ろ よ り 格 別 の ご 配 慮 を い た だ き 、 厚

く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 特 に 、 昨 年 度 の 要 望 に 対 し ま し て は 、 主 要 地 方 道 常 盤 峰 浜 線 の 冬 期 交 通 安

全 対 策 等 に ご 尽 力 い た だ き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 さ て 、 本 市 に お い て は 、 風 力 発 電 を 中 心 と し た 「 エ ネ ル ギ ー の ま ち づ く り 」

や 、 能 代 火 力 発 電 所 ３ 号 機 の 建 設 着 工 、 「 道 の 駅 ふ た つ い 」 の 重 点 道 の 駅 選

定 、 「 白 神 ね ぎ 」 を 始 め と す る 基 幹 産 業 の 奮 闘 等 、 官 民 協 働 に よ る ま ち づ く

り の 機 運 が 今 ま さ に 高 ま っ て お り ま す 。 市 で は こ の チ ャ ン ス を 活 か す べ く 、

大 き く 歩 み を 進 め 、 感 謝 と 思 い や り に あ ふ れ る 「 “ わ ” の ま ち 能 代 」 の 実 現

に 、 全 力 を 傾 注 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 し か し な が ら 、 全 体 と し て 見 る

と 地 域 の 経 済 状 況 は 依 然 と し て 厳 し い 状 況 に あ り 、 新 た な 業 興 し と 雇 用 の 確

保 が 急 務 と な っ て お り ま す 。  

 こ の 要 望 事 項 は 、 本 市 の 特 性 を 活 か し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の 取 り 組 み

と 合 わ せ 、 能 代 港 や 高 速 道 路 等 の 社 会 基 盤 を 活 か し た 新 た な 産 業 、 雇 用 の 創

出 等 に 必 要 な も の で あ り ま す 。 ま た 、 市 民 が 安 全 ・ 安 心 に 生 活 で き る 環 境 を

維 持 す る う え で も 大 変 重 要 な 事 項 で あ る と 考 え て お り ま す 。  

何 卒 、 本 市 の 事 情 を ご 賢 察 い た だ き 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 予 算 編 成 及 び 今 後 の 施

策 展 開 に 取 り 入 れ て く だ さ る よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

   平 成 ２ ８ 年 ６ 月  

 

                      能 代 市 長  齊  藤  滋  宣  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

要要要要     望望望望     事事事事     項項項項     一一一一     覧覧覧覧     

 

 

 

１．再 生 可 能 エネルギー導 入 のための送 電 網 整 備 の早 期 実 現 について 

      …… 〔 継  続  〕 

 

 

２．能 代 港 を活 用 した地 域 振 興 について                 …… 〔 継  続  〕 

 

 

３．「風 の松 原 」等 松 林 保 全 のための松 くい虫 対 策 について     …… 〔 継  続  〕 

 

 

４．日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の早 期 完 成 について          …… 〔 継  続  〕 

 

 

５．県 管 理 道 路 の整 備 促 進 について                        …… 〔 継  続  〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔 継 続 〕 

産業労働部 資源エネルギー産業課 

 

 

再生可能エネルギー導入のための再生可能エネルギー導入のための再生可能エネルギー導入のための再生可能エネルギー導入のための送電網送電網送電網送電網 整備整備整備整備の早期の早期の早期の早期 実現実現実現実現についてについてについてについて    

 

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 促 進 が 加 速 さ れ て い る 中 で 、 秋 田 県 沿 岸 地 域 に

お い て は 、 そ の 風 況 の 良 さ か ら 、 国 内 有 数 の 風 力 発 電 の 適 地 と し て 陸 上 風 力

発 電 の 導 入 が 進 ん で お り ま す 。  

さ ら に 、 秋 田 県 で は 秋 田 港 ・ 能 代 港 に お け る 洋 上 風 力 発 電 事 業 者 が 選 定 さ

れ 、 調 査 事 業 が 始 ま っ て い る ほ か 、 沖 合 洋 上 風 力 発 電 も 環 境 ア セ ス メ ン ト に

着 手 さ れ て お り 、各 風 力 発 電 事 業 体 か ら も 注 目 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 

こ の よ う に 本 地 域 は 、 風 力 発 電 の 大 き な ポ テ ン シ ャ ル を 持 っ て い ま す が 、

送 電 網 が 弱 い こ と が 導 入 の 支 障 と な っ て お り 、 こ れ を 克 服 す る こ と が 大 き な

課 題 で あ り ま す 。  

大 規 模 風 力 発 電 施 設 の 整 備 を 推 進 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 っ て い く た め に 、

次 の 事 項 に つ い て 、 引 き 続 き 、 国 の 責 任 に お い て 取 り 組 ま れ る よ う 要 望 し ま

す 。  

 

・ 秋 田 県 沿 岸 地 域 の 送 電 網 の 整 備 ・ 増 強 の 早 期 実 現・ 秋 田 県 沿 岸 地 域 の 送 電 網 の 整 備 ・ 増 強 の 早 期 実 現・ 秋 田 県 沿 岸 地 域 の 送 電 網 の 整 備 ・ 増 強 の 早 期 実 現・ 秋 田 県 沿 岸 地 域 の 送 電 網 の 整 備 ・ 増 強 の 早 期 実 現     

    

    

    
 

 

 

 

 

【 市 担 当 部 課  環 境 産 業 部  商 工 港 湾 課 】  



 

 

〔 継  続  〕  

建 設 部  港 湾 空 港 課  

産 業 労 働 部  産 業 集 積 課 、資 源 エネルギー産 業 課 、産 業 政 策 課  

 

 

能代港を活用した地域振興について能代港を活用した地域振興について能代港を活用した地域振興について能代港を活用した地域振興について    
    

本 市 で は 、 県 北 部 地 域 の 行 政 、 産 業 団 体 、 企 業 等 が 参 画 す る 能 代 港 湾 振 興

会 と と も に 、能 代 港 の 利 活 用 を 地 域 経 済 の 振 興 に つ な げ る 様 々 な 活 動 を 行 っ

て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

能 代 港 は 、エ ネ ル ギ ー 供 給 の 拠 点 で あ り 、平 成 １ ８ 年 に は リ サ イ ク ル ポ ー

ト の 指 定 を 受 け 、秋 田 県 北 部 エ コ タ ウ ン 計 画 と の 連 携 に よ る 地 域 経 済 活 性 化

の 核 と な る 役 割 が 期 待 さ れ て お り ま す 。し か し 、リ サ イ ク ル ポ ー ト に お け る

循 環 資 源 取 扱 い に 関 す る 規 制 に つ い て は 緩 和 措 置 等 が な く 、リ サ イ ク ル ポ ー

ト 間 の 廃 棄 物 の 取 扱 い に つ い て 簡 素 化 を 図 る 必 要 が あ る と 考 え ま す 。  

ま た 、 現 在、 能 代 港 に は コ ン テ ナ 荷 役 施 設 が な く 、 能 代 港 背 後 圏 の 木 材 工

場 は 秋 田 港 の 利 用 を 余 儀 な く さ れ 、陸 上 運 送 の コ ス ト が 大 き な 負 担 に な っ て

お り 、こ れ を 低 減 し 、地 場 産 業 を 育 成 す る た め に も 能 代 港 の 荷 役 設 備 等 の 機

能 強 化 と 利 便 性 の 向 上 が 必 要 と 考 え ま す 。  

さ ら に 、港 湾 区 域 で の 風 力 発 電 に よ る エ ネ ル ギ ー 供 給 基 地 と な る ポ テ ン シ

ャ ル を 有 し て お り 、風 力 発 電 設 備 の 積 降 港 と し て の ニ ー ズ も 高 ま っ て お り ま

す 。  

能 代 港 を 十 分 に 利 活 用 し 、 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ な げ 、 さ ら に は、 我 が 国

経 済 の 国 際 競 争 力 向 上 に 貢 献 す る た め 、 下 記 の 事 項 に つ い て 要 望 し ま す 。  

 

１ ． 港 湾 機 能 の１ ． 港 湾 機 能 の１ ． 港 湾 機 能 の１ ． 港 湾 機 能 の 強 化 と 利 便 性 向 上強 化 と 利 便 性 向 上強 化 と 利 便 性 向 上強 化 と 利 便 性 向 上     

・ 防 波 堤 整 備 に よ る 静 穏 度 の 改 善・ 防 波 堤 整 備 に よ る 静 穏 度 の 改 善・ 防 波 堤 整 備 に よ る 静 穏 度 の 改 善・ 防 波 堤 整 備 に よ る 静 穏 度 の 改 善     

・ 岸 壁 の 耐 震 化 と 強 度 の 向 上 及 び 荷 役 施 設 の 整 備・ 岸 壁 の 耐 震 化 と 強 度 の 向 上 及 び 荷 役 施 設 の 整 備・ 岸 壁 の 耐 震 化 と 強 度 の 向 上 及 び 荷 役 施 設 の 整 備・ 岸 壁 の 耐 震 化 と 強 度 の 向 上 及 び 荷 役 施 設 の 整 備     

    

２ ． リ サ イ ク ル ポ ー ト と し て の 機 能 発 揮２ ． リ サ イ ク ル ポ ー ト と し て の 機 能 発 揮２ ． リ サ イ ク ル ポ ー ト と し て の 機 能 発 揮２ ． リ サ イ ク ル ポ ー ト と し て の 機 能 発 揮     

・ 循 環 資 源 の 取 り 扱 い に 関 す る 法 規 制 等 の 緩 和 ・ 特 区 の 設 定・ 循 環 資 源 の 取 り 扱 い に 関 す る 法 規 制 等 の 緩 和 ・ 特 区 の 設 定・ 循 環 資 源 の 取 り 扱 い に 関 す る 法 規 制 等 の 緩 和 ・ 特 区 の 設 定・ 循 環 資 源 の 取 り 扱 い に 関 す る 法 規 制 等 の 緩 和 ・ 特 区 の 設 定     

・ リ サ イ ク ル 関 連 企 業 の 誘 致 活 動 へ の 支 援・ リ サ イ ク ル 関 連 企 業 の 誘 致 活 動 へ の 支 援・ リ サ イ ク ル 関 連 企 業 の 誘 致 活 動 へ の 支 援・ リ サ イ ク ル 関 連 企 業 の 誘 致 活 動 へ の 支 援     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【 市 担 当 部 課  環 境 産 業 部  商 工 港 湾 課 】  



 

 

〔  継  続  〕  

農 林 水 産 部  森 林 整 備 課  

 

 

「風 の松 原 」等 松 林 保 全 のための松 くい虫 対 策 について「風 の松 原 」等 松 林 保 全 のための松 くい虫 対 策 について「風 の松 原 」等 松 林 保 全 のための松 くい虫 対 策 について「風 の松 原 」等 松 林 保 全 のための松 くい虫 対 策 について 
 

本市には、多くの松林や名木･古木が現存しており、中でも強風による飛砂から街

や農地を守るため、藩政時代から３００年にわたり植栽されてきた「風の松原」は、

能代を象徴する文化遺産であるとともに、「かおり風景１００選（環境省）」等の権

威ある６つの１００選に選ばれるなど、やすらぎの空間としても広く市民や観光客

に親しまれております。 

 ｢風の松原｣の松くい虫対策については、国・県・市が連携しながら伐倒駆除、薬

剤散布、樹幹注入等の対策を講じてまいりましたが、中核部分の被害が拡大したこ

とに伴い、平成 

１７年度から｢松くい虫被害先端地域特別対策事業｣により国費１００パーセントで

徹底した対策に取り組んでいただいております。 

被害量は平成１４年度をピークに減少傾向にありましたが、平成２１年度からは

隣接する自治体も含め再び増加に転じており、｢風の松原｣の保全を図るためにも事

業の継続が必要であります。こうしたことから、次の事項について要望します。 

 

    １．松くい虫被害先端地域特別対策事業の継続及び予算の拡充１．松くい虫被害先端地域特別対策事業の継続及び予算の拡充１．松くい虫被害先端地域特別対策事業の継続及び予算の拡充１．松くい虫被害先端地域特別対策事業の継続及び予算の拡充    

２．松くい虫被害防除の抜本的な対策と新たな防除方法の確立２．松くい虫被害防除の抜本的な対策と新たな防除方法の確立２．松くい虫被害防除の抜本的な対策と新たな防除方法の確立２．松くい虫被害防除の抜本的な対策と新たな防除方法の確立    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  

（ 風の松原を守る市民ボランティア大会へ市民約７００人が参加した清掃活動の様子）  

 

 

 

 

【 市 担 当 部 課  環 境 産 業 部  林 業 木 材 振 興 課 】  



 

 

〔  継  続  〕  

建 設 部  道 路 課  

 

 

日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の早 期 完 成 について日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の早 期 完 成 について日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の早 期 完 成 について日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の早 期 完 成 について    
 

日本海沿岸東北自動車道二ツ井白神IC からあきた北空港ＩＣ（仮称）間の整備に

ついては、早期に高速交通ネットワーク形成が図られるよう、平成２４年度より事

業着手いただいている「二ツ井今泉道路」と「鷹巣西道路」の整備促進に加え、平

成２７年度より事業着手された二ツ井白神ＩＣから小繋ＩＣ（仮称）間についても

整備促進いただき早期に全線開通されるよう引き続き要望します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

 

【 市 担 当 部 課  都 市 整 備 部  道 路 河 川 課 】  

 



 

 

〔  継  続  〕  

建 設 部  道 路 課  

 

 

県 管 理 道 路 の整 備 促 進県 管 理 道 路 の整 備 促 進県 管 理 道 路 の整 備 促 進県 管 理 道 路 の整 備 促 進 についてについてについてについて 
 

国 道 １ ０ １ 号 は 、能 代 市 と 八 峰 町 、青 森 県 を 結 ぶ 幹 線 道 路 で あ り 、通 勤

・地 域 間 交 流・物 流・救 命 救 急 を 担 う 唯 一 の 国 道 で あ り ま す が 、竹 生 天 神

前 の 急 カ ー ブ が 円 滑 な 通 行 に 支 障 を き た し て い る 状 況 と な っ て お り ま す 。

地 域 住 民 の 安 全 を 確 保 す る た め 、平 成 ２ ８ 年 度 着 手 い た だ き ま し た「 竹 生

バ イ パ ス 」 に つ い て は 早 期 に 完 成 さ れ る よ う 要 望 い た し ま す 。  

県 道 西 目 屋 二 ツ 井 線 は 、 能 代 市 と 藤 里 町 を 繋 ぐ 重 要 な 生 活 道 路 で あ り 、

特 に 救 急 搬 送 路 と し て 主 要 な 路 線 と な っ て お り ま す 。ま た 、地 域 防 災 の 機

能 強 化 、白 神 山 地 へ の ア ク セ ス 向 上 な ど 、地 域 経 済 の 活 性 化 を 図 る た め「 荷

上 場 バ イ パ ス 」 を 早 期 に 完 成 さ れ る よ う 要 望 い た し ま す 。  

 

・ 竹 生 バ イ パ ス・ 竹 生 バ イ パ ス・ 竹 生 バ イ パ ス・ 竹 生 バ イ パ ス のののの 整 備整 備整 備整 備 促 進促 進促 進促 進 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て     

・ 荷 上 場 バ イ パ ス の 早 期 完 成 に つ い て・ 荷 上 場 バ イ パ ス の 早 期 完 成 に つ い て・ 荷 上 場 バ イ パ ス の 早 期 完 成 に つ い て・ 荷 上 場 バ イ パ ス の 早 期 完 成 に つ い て     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 

 

 

 

 

 

【 市 担 当 部 課  都 市 整 備 部  道 路 河 川 課 】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道101号 

竹生天神前 
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